
朝
日
登
山
が

さ
ら
に
楽
し
く
な
る

　昨年度から古寺登山口に整備を進めてきた
「朝日連峰古寺案内センター」がこのほど完
成し、10月27日に吉村知事を迎えて開所式
と内覧会がおこなわれました。

特

集

特

集いざ、山
さんがく

楽観光いざ、山
さんがく
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人
々
を
誘い

ざ
なう

雄
大
な
山

　

朝
日
連
峰
は
本
県
と
新
潟

県
の
境
に
位
置
し
、
標
高

１
８
７
０
メ
ー
ト
ル
の
大
朝
日

岳
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

山
々
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
ス
ケ
ー
ル
は
東
北

地
方
で
も
最
大
級
と
い
わ
れ
、

深
い
谷
が
山
腹
を
刻
ん
で
い
る

様
か
ら
「
東
北
の
ア
ル
プ
ス
」

と
も
称
さ
れ
て
お
り
、
県
内
の

み
な
ら
ず
全
国
的
に
高
い
人
気

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
山
々
が
織
り
な
す
見
事
な
稜

線
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
登
山

者
を
ひ
き
つ
け
て
や
ま
な
い
の

は
、
平
地
で
は
ま
ず
見
ら
れ
な

い
自
然
の
美
し
さ
で
す
。
ヒ
メ

サ
ユ
リ
な
ど
の
高
山
植
物
、
ブ

ナ
の
原
生
林
、
カ
モ
シ
カ
な
ど

の
野
生
動
物
と
い
っ
た
貴
重
な

生
態
系
を
育
み
、
季
節
に
よ
っ

て
多
種
多
様
な
表
情
を
見
せ
る

大
自
然
の
彩
り
は
、
朝
日
連
峰

を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
魅
力
で
す
。

　
そ
の
朝
日
連
峰
の
県
内
の
登

山
口
の
中
で
、
本
町
の
古
寺
登

山
口
は
最
も
多
く
の
方
に
利
用

さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
朝
日
登

山
の
玄
関
口
と
い
え
る
場
所
で

す
。
美
し
い
山
を
よ
り
多
く
の

方
に
、
よ
り
安
全
に
快
適
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

自
然
の
魅
力
、
本
町
の
魅
力
を

さ
ら
に
広
く
発
信
し
て
い
く
た

め
に
発
案
さ
れ
た
の
が
、
こ
の

た
び
完
成
を
迎
え
た
朝
日
連
峰

古
寺
案
内
セ
ン
タ
ー
で
す
。

新
し
い
玄
関
口
が
完
成

　
古
寺
登
山
口
に
は
毎
年
３
千

人
以
上
の
登
山
客
が
訪
れ
、
特

に
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
シ

ー
ズ
ン
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
と

な
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
以
前

は
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
に
自

動
車
は
登
山
口
前
の
空
い
た
場

所
に
止
め
る
し
か
な
く
、
混
雑

期
に
は
何
十
台
も
の
自
動
車
が

路
肩
に
列
を
な
し
て
駐
車
さ
れ

て
い
る
状
態
が
続
き
、
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
古
寺
案
内
セ
ン
タ
ー
の
完
成

に
先
立
ち
、
昨
年
度
約
２
０
０

台
駐
車
可
能
な
駐
車
場
が
古
寺

登
山
口
前
に
整
備
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
っ
て
登
山
の
利
便
性
は
格

①木の温もりが感じられる寝
室　②暖かい薪ストーブで来
場者を迎えるロビー　③自然
の学習に活用できるネイチャ
ーセンター　④畳敷きで安心
してくつろげる和室　⑤シャ
ワー室のほか、浴槽に浸かっ
て疲れを癒せる浴室も完備

　本町の西部にそびえる雄大な朝日連峰。日本百名山の一つに数えられる大朝日岳を擁
し、古寺登山口にはその美しい峰々に魅せられた登山客が毎年大勢訪れ、にぎわいを見
せています。
　この朝日連峰登山の安全性と利便性の向上、そして観光資源としてのさらなる活用を
図るため、昨年度から「朝日連峰古寺案内センター」の整備を進め、このたび無事に完
成の日を迎えました。町産木材を存分に生かして作られた新施設の内容と、その活用の
方向性についてご紹介します。

いざ、山
さん が く

楽観光
～朝日連峰古寺案内センター完成～

①

⑤

②

④

③
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れ
て
お
り
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
や

場
面
に
対
応
で
き
る
施
設
と
な

り
ま
し
た
。

登
山
者
の
強
い
味
方
に

　
平
成
25
年
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
で
登
山
者
が
急
増
し
た
富

士
山
を
は
じ
め
、
同
時
期
に
全

国
的
に
登
山
の
人
気
が
高
ま
り
、

ブ
ー
ム
と
も
い
え
る
状
況
が
起

こ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で

朝
日
連
峰
へ
の
注
目
も
集
ま
り
、

平
成
27
年
に
か
け
て
古
寺
登
山

口
の
入
山
者
数
は
大
き
く
増
加

し
て
い
ま
す
。
近
年
は
こ
う
し

た
状
況
は
落
ち
着
い
た
も
の
の
、

新
た
に
登
山
に
興
味
を
持
ち
、

朝
日
登
山
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

人
々
は
数
多
く
い
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
一
口
に
登
山
者
と
い
っ
て
も
、

い
く
つ
も
の
山
々
を
踏
破
し
た

熟
練
の
方
か
ら
、
初
め
て
山
に

挑
む
初
心
者
ま
で
、
そ
の
経
験

の
度
合
い
は
さ
ま
ざ
ま
。
登
り

た
い
ル
ー
ト
、
見
た
い
景
色
な

ど
も
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
登
山
者
ご
と
の
登

山
計
画
を
確
認
し
、
そ
の
方
の

段
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
案
内
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
の
利
用

と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
可
能
に

す
る
た
め
、
約
２
年
に
わ
た
る

電
線
整
備
工
事
を
実
施
。
古
寺

集
落
か
ら
約
２・
９
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
先
の
登
山
口
ま
で
電
気
を

供
給
す
る
た
め
、
69
本
の
電
柱

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
２
区

間
合
わ
せ
て
４
６
４
メ
ー
ト
ル

に
お
よ
ぶ
地
中
線
の
敷
設
工
事

も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
と
並
行
し
て
古
寺
案
内

セ
ン
タ
ー
の
整
備
も
順
調
に
進

み
、
今
年
10
月
27
日
、
つ
い
に

プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
に
至

り
ま
す
。

　
完
成
し
た
セ
ン
タ
ー
は
木
造

２
階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
は

２
７
６
・
73
平
方
メ
ー
ト
ル
、

建
設
費
用
は
８
２
９
４
万
円
。

外
壁
は
木
の
質
感
を
生
か
し
た

色
合
い
に
仕
上
げ
ら
れ
、
山
の

景
観
と
も
調
和
し
た
親
し
み
の

持
て
る
外
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
案
内
所・防
災
拠
点・

宿
泊
施
設
と
い
っ
た
機
能
を
一

体
的
に
担
う
た
め
、
設
備
の
面

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ

▲�食堂と厨房を熱心に視察する吉村知事と渡邉町長

◎構造：木造２階建て
◎延べ床面積：276.73㎡
◎駐車場収容台数：約200台
◎館内設備：�食堂、和室、寝室、トイレ、浴室、シ

ャワー室、ネイチャーセンターなど
◎宿泊可能人数：25人
◎宿泊運営期間：５月中旬～11月上旬
◎指定管理者：合同会社コデライフ
◎営業開始予定：令和２年５月中旬

朝日連峰古寺案内センター

■特集　いざ、山楽観光
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朝
日
連
峰
の
入
口
が

も
っ
と
近
く
大
き
く

朝日連峰１日平均登山者数の推移（古寺登山口）
(人)

年
齢
や
体
力
に
合
っ
た
登
山
情

報
や
登
山
ル
ー
ト
を
紹
介
す
る

の
が
、
古
寺
案
内
セ
ン
タ
ー
の

基
本
的
な
役
割
と
な
り
ま
す
。

ル
ー
ト
上
に
あ
る
危
険
な
場
所

や
残
雪
の
状
況
な
ど
を
提
供
し

て
、
安
全
に
登
山
を
お
こ
な
え

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
季

節
に
応
じ
た
観
光
情
報
を
お
伝

え
し
て
よ
り
楽
し
い
登
山
が
で

き
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
き
ま
す
。

美
し
い
大
自
然
を
満
喫

　
朝
日
登
山
の
案
内
所
と
し
て

の
役
割
の
ほ
か
、
古
寺
案
内
セ

ン
タ
ー
は
最
大
25
人
の
宿
泊
が

可
能
な
宿
泊
施
設
と
し
て
の
機

能
も
持
っ
て
い
ま
す
。
木
目
の

鮮
や
か
な
板
張
り
の
寝
室
と
畳

敷
き
の
和
室
、
浴
室
と
シ
ャ
ワ

ー
室
が
あ
り
、
食
堂
で
は
料
理

も
提
供
。
豊
か
な
森
に
囲
ま
れ

な
が
ら
、
地
元
で
採
れ
た
山
菜

を
は
じ
め
と
す
る
山
の
幸
も
味

わ
う
こ
と
が
で
き
、
大
自
然
の

息
吹
の
中
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た

ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
毎
年
数
多
く
訪
れ

る
登
山
客
の
皆
さ
ん
に
、
朝
日

連
峰
や
古
寺
地
区
の
ほ
か
に
も

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
触
れ

て
い
た
だ
き
、「
ま
た
来
て
み

た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
観
光
情
報
の
提
供
な
ど

も
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

も
し
も
の
と
き
の
拠
点

　
山
な
ら
で
は
の
壮
大
な
風
景

を
生
で
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
、

体
を
動
か
す
こ
と
で
健
康
づ
く

り
に
も
役
立
つ
登
山
で
す
が
、

自
然
を
相
手
に
す
る
以
上
、
良

い
こ
と
づ
く
め
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
山
の
天
候
や
環
境
は
急
激

に
変
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
時

に
は
大
自
然
特
有
の
厳
し
い
表

情
を
顕
わ
に
し
、
登
山
者
に
牙

を
む
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
登
山
人
気
の
陰
で
、

令和元年12月号・4



▲�古寺登山口の風景。鮮やかな紅葉と清らかなせせらぎが、さらなる
深い自然の世界へと登山者を導きます

朝日連峰
古寺案内センター
指定管理者

合同会社コデライフ
代表

佐藤政吉さん
（古寺）

　朝日連峰古寺案内センターの一番重要
な役割は、施設名が示す通り、登山者が
安全に山を登るためのサポートをおこな
うことだと考えています。山岳会とも連
携して、水場や決壊した道などについて
正確な情報を提供し、また季節によって
の見どころなどもお知らせして、訪れた
方に山をより楽しんでいただけるような
ガイドをしていきます。
　宿泊施設としても、地元で採れた山菜
やキノコ、川魚などを使った料理を提供
して、たくさんの方に町の自然の恵みを
味わっていただきたいです。
　町の情報発信という新しい役割につい
ても、これまで古寺鉱泉朝陽館を運営し
てきた経験を生かしながら、朝日連峰の
魅力をより多くの皆さんにお伝えするこ
とで、観光振興にうまく結びつけていけ
ればと思います。

写真

■特集　いざ、山楽観光

山
で
の
遭
難
事
故
は
増
え
続

け
て
お
り
、
平
成
30
年
に
全

国
で
発
生
し
た
山
岳
遭
難
は

２
６
６
１
件
、
遭
難
者
は

３
１
２
９
人
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
死
者
・
行
方
不
明
者

は
３
０
０
人
以
上
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
（
警
察
庁
「
平
成
30
年

に
お
け
る
山
岳
遭
難
の
概
況
」

よ
り
）。

　
本
町
管
内
で
こ
の
３
年
間
に

起
こ
っ
た
遭
難
事
故
は
４
件
。

幸
い
死
者
の
発
生
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
小
さ
な
き
っ
か
け
で

大
事
故
に
至
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
万
一
の
事
態
に
備

え
、
古
寺
案
内
セ
ン
タ
ー
は
防

災
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
遭
難
な
ど

の
事
故
発
生
の
際
は
、
山
岳
遭

難
捜
索
隊
を
は
じ
め
町
や
警
察
、

消
防
と
緊
密
に
連
携
し
て
対
処

す
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
寺
登
山
口
に
遭
難
救
助
の
拠

点
を
構
え
た
こ
と
で
各
機
関
同

士
の
連
絡
が
円
滑
に
お
こ
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
を
も
っ
と
楽
し
く
！

　
朝
日
登
山
を
愛
好
す
る
多
く

の
方
々
が
望
ん
で
い
た
古
寺
登

山
口
の
環
境
整
備
が
、
朝
日
連

峰
古
寺
案
内
セ
ン
タ
ー
の
完
成

に
よ
っ
て
ひ
と
ま
ず
実
現
を
み

ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
数
多
く
の
フ
ァ
ン

が
詰
め
か
け
る
朝
日
連
峰
が
よ

り
身
近
に
、
よ
り
便
利
に
な
る

と
と
も
に
、
今
後
も
情
報
提
供

体
制
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
が

充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
登

山
者
の
さ
ら
な
る
増
加
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
古
寺
案
内
セ
ン

タ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
は
登
山
愛
好

者
だ
け
が
受
け
ら
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
美
し
い
山
々

の
ふ
も
と
か
ら
、
登
山
客
の
目

と
耳
を
通
じ
て
町
の
良
さ
を
全

国
に
発
信
し
て
い
く
絶
好
の
チ

ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
機
に
、
ま
す
ま
す
多
く
の
皆

さ
ん
が
朝
日
連
峰
に
足
を
運
び
、

さ
ら
に
町
の
魅
力
に
も
目
を
向

け
て
く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

5・広報おおえ



写真

　本格的な降雪シーズンを迎えたことに伴い、
町道除雪の始動にあたっての出動式が、11月
29日に中央公民館前で開かれました。式には、
この冬除雪作業にあたる事業所や直営運転手な
どの関係者が出席。駐車場にはドーザやロータ
リーといった除雪用機械などが勢ぞろいし、作
業中の安全を祈る神事がおこなわれました。
　事業所代表の大泉雅裕さん（６区）は、「町
民の皆さんだけでなく、来町される方も快適に
道路を通行できるよう、無事故で作業をおこな
います」と、除雪作業に臨む決意を述べました。

　令和２年２月
16日(日)執行予
定の大江町長選挙
について、立候補
予定者説明会およ
び出納責任者事務
説明会を次のとお
り開催します。
◆期日／令和２年１月15日(水)
◆時間／◎立候補予定者説明会
　　　　　13時半～15時
　　　　◎出納責任者事務説明会
　　　　　15時～16時
◆会場／役場大会議室
※�当日は筆記用具を持参してください。
※代理出席でも結構です。
問大江町選挙管理委員会☎(６２)２１１２

大江町長選挙
立候補予定者説明会INFO

冬も生活道路を安心便利に

議会
town council
第１回・第２回
臨時会

　
令
和
元
年
第
１
回
大
江
町
議

会
臨
時
会
が
、
10
月
21
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会
で

は
、
９
月
の
第
３
回
定
例
会
で

議
決
さ
れ
た
令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
修
正
案
に
つ
い

て
再
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
般

会
計
の
総
額
は
歳
入
歳
出
と
も

に
52
億
３
２
１
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
21
日
に
は
第
２

回
臨
時
会
が
開
か
れ
、
下
モ
原

地
区
住
宅
団
地
整
備
工
事
請
負

契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、

契
約
額
を
７
５
０
万
円
増
額
し
、

１
億
１
２
０
０
万
円
と
す
る
こ

と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

写真

町政 町の取り組みをお伝えしますTopics

　下モ原地区の西側に整備中の新しい住宅団地
「あおぞら団地」の造成工事が完了し、分譲な
どに関する説明会と現地見学会が、11月24日
におこなわれました。
　保育園や学校などの公共施設にほど近く、購
入特典も豊富とあって、説明会と見学会には多
くの方が来場。現地で各区画を見て歩くととも
に、担当者に熱心に質問していました。あおぞ
ら団地の分譲区画は19区画で、分譲申込の受
付もこの日から開始となり、すでに多くの方か
らお申し込みいただいています。

新住宅団地に見学者多数

令和元年12月号・6



INFO
町誕生60周年記念事業
「子ども議会」を開催します

　次代を担う子どもたちに町政やまちづくり、議
会への関心を高めていただくため、「子ども議
会」を開催します。子ども議員として提言をおこ
なうのは、町内の小・中・高校の児童・生徒10
名。１人10分の持ち時間の中で、若い視点から
のさまざまな質問を渡邉町長に投げかけます。ぜ
ひ傍聴にお越しください。
　また、当日は議場の一般公開も併せておこない
ます。通常は座ることができない議長席や議員席
に座って、議員になった雰囲気を味わってみては
いかがでしょうか。
◆期日／12月22日(日)
◆時間／◎議場一般公開　12時～12時50分
　　　　◎子ども議会　　13時～
◆会場／議場（役場庁舎３階）

▲�11月10日におこなわれた事前打ち合わせ会の模様。11
名の「子ども議員」の皆さんが、菊地議長の話に耳を傾
けています

子ども議会議長／後藤颯人さん（左沢高校２年）

質問順 子ども議会議員
氏名（学校） 質問内容

１ 阿部海瑞希さん
（左沢高校２年）

「大江町の特産品について」
　町の特産品をＰＲするために、町内だけでなく県内全体の学校給食に特
産品を出し、お昼の放送などで特産品を紹介してもらうことはできないか。

２ 清野和さん
（大江中学校２年）

「大江中の水道水について」
　校内の２、３階の水道水は、特に夏場、オレンジがかった水が出ること
がある。健康な体をつくるためにも、おいしい水道水にしていただきたい。

３ 清野寧々さん
（左沢小学校６年）

「高齢者の自動車運転について」
　全国で高齢者の車の事故が増えているが、町内でそのようなことが起こ
らないような対策はできないか。

４ 松田快政さん
（本郷東小学校６年）

「大江町の良さを伝えるために」
　いろいろな企画を通して、町の良さを伝えられないか。
(例)町の食材を生かした料理で誰が一番上手か。

５ 柏倉茉莉さん
（左沢高校２年）

「歩道や車道の安全性について」
　高齢者の多い地域や学校の通学路で、自転車通学の生徒が通る道の安全
性は確かなものか。

６ 保科拓海さん
（大江中学校２年）

「町の活性化について」
　もっと商業施設や飲食店などを増やして町を活性化すれば、町内への移
住者がさらに増え、人口減少を抑えられるのではないか。

７ 櫻井佑樹さん
（左沢小学校６年）

「未来の就職について」
　町内には働くところが少ないので、会社などをつくることはできないか。
会社を増やせば、町内に住む人が増えるのではないか。

８ 保科愛さん
（本郷東小学校６年）

「医療について」
　今は町内に１つしか病院がないので、もう少し病院を増やしてほしい。

９ 佐竹叶夢さん
（大江中学校２年）

「重要文化的景観について」
　重要文化的景観の景色を守るため、荒地や空き地への対策ができないか。
また、風景にあったごみ集積所を設置してはどうか。

10 佐藤耕一郎さん
（左沢高校２年）

「大江町の人口減少について」
　人口減少に歯止めをかけて町を活発にするために、どのような対策をし
ているのか。

◆子ども議会での質問内容

7・広報おおえ
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　11月２日、県教育委員会主催の村山地区高校生地域活動セミナーが開か
れ、高校生のほか大学生、中学生ボランティアが参加し、青苧を使ったタ
ピオカづくりに挑戦。できあがった青苧タピオカドリンクは文化祭来場者
に振る舞われ、大好評でした。

　11月２日、歴史民俗資料館で文化祭協
賛行事の「伝統食の集い」がおこなわれ、
青苧の葉を用いたなんば餅や雑煮餅が提供
されました。

　町民の皆さんによる日頃の文化活動の成果をお披露目
する大江町文化祭が、11月２日から４日にかけて開かれ
ました。今回は通算50回目、町誕生60周年に加え、元号
が令和となってから初めての開催という節目の文化祭と
なり、絵画や工芸など多彩な分野の力作の数々が中央公
民館に集結。３日にはふれあい会館ステージで、各団体
による華麗なパフォーマンスが繰り広げられました。

新青苧スイーツ開発プロジェクト　～青苧タピオカドリンク～ 伝統食の集い　

大江歌謡会

ごくみ～ずｕｎｉｔ４

ビッグカントリーオーケストラ

令和元年12月号・10

令和元年度　第50回

町 誕 生 6 0 周 年 記 念



盆栽、写真、書道、つる細工、絵画、彫刻、図
画、工作、手芸、版画、和紙人形、短冊色紙、
木目込、陶芸、絵手紙、パッチワークほか

（出演順）左沢小学校ブラスバンドクラブ、おおえ舟唄太
鼓の会、大江幼稚園、Ｏ－ＳＴＥＰキッズダンス「ＳＭＩＺ
Ｅ（スマイズ）」、大江ふれあい剣詩舞会、ごくみ～ずｕｎｉｔ
４、しげるちゃんバンド、大江剣聖会、左沢吟友会、最上川
舟唄保存会、混声合唱団ＥＣＨＯ、大江女声コーラス、藤
間流藤好会、大江歌謡会、佐藤和雄“ハーモニカ”、ビッグ
カントリーオーケストラ

ステージの部

展示の部

大江剣聖会

ス マ イ ズ

混声合唱団ＥＣＨＯ�＆�大江女声コーラス

Ｏ－ＳＴＥＰキッズダンス「ＳＭＩＺＥ」

11・広報おおえ
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町 誕 生 6 0 周 年 記 念



輝いて今 さまざまな分野において活躍され、表彰された町民の方々を紹介します

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
賞

　
小
野
杏
子
さ
ん
（
左
沢
高
校
３
年
・
富
沢
）

第
71
回
山
形
県
中
学
校
・
高
等
学
校
英
語
弁
論
大
会

山
形
県
法
人
会
連
合
会
会
長
賞

「
感
謝
税
」

　
林　
風
花
さ
ん

（
大
江
中
学
校
３
年
・
６
区
）

　
第
71
回
山
形
県
中
学
校
・
高
等
学
校
英
語
弁
論
大
会
が
９
月
26
日
に
山
形
市
の
ア
ズ
七

日
町
で
開
催
さ
れ
、
左
沢
高
校
３
年
の
小
野
杏
子
さ
ん
が
特
別
賞
で
あ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ビ
テ
ィ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
高
等
学
校
の
部
に
お
い
て
１
位
か
ら
５
位
ま

で
の
入
賞
者
以
外
で
特
に
独
創
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
発
表
者
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
小
野
さ
ん
は
「
Ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
ｅ
ｄ　
Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｔ
ａ　
Ｄ
ｉ
ａ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ

（
絶
滅
寸
前
の
山
形
弁
）」
と
題
し
て
ス
ピ
ー
チ
を
お
こ
な
い
、
山
形
弁
の
響
き
の
温
か
さ
、

若
い
世
代
が
方
言
を
使
わ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
危
機
感
、
山
形
弁
を
使
い
続
け
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
英
語
で
訴
え
か
け
ま
し
た
。

大
江
町
商
工
会
長
賞

　
松
田
拓
也
さ
ん
（
大
江
中
学
校
３
年
・
藤
田
）

公
益
社
団
法
人
　
寒
河
江
法
人
会
長
賞

　
建
部　
陽
さ
ん
（
大
江
中
学
校
３
年
・
藤
田
）

寒
河
江
西
村
山
間
税
会
長
賞

　
公
平
亜
美
さ
ん
（
大
江
中
学
校
３
年
・
11
区
）

令
和
元
年
度「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

寒
河
江
税
務
署
長
感
謝
状

　
大
江
中
学
校

租
税
教
育
推
進
校
等
表
彰

山
形
県
知
事
賞

「
ぞ
う
き
ん
が
け
の
ろ
う
下
長
い
よ
せ
み
の
声
」

　
鈴
木
桜
音
さ
ん
（
本
郷
東
小
学
校
４
年
・
美
郷
）

山
形
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

お
よ
び
選
者
特
選

　
鈴
木
音
羽
さ
ん

（
本
郷
東
小
学
校
６
年
・
美
郷
）

山
形
県
市
長
会
会
長
賞

　
須
貝
紗
衣
さ
ん

（
本
郷
東
小
学
校
５
年
・
美
郷
）

尾
花
沢
市
長
賞

　
鈴
木
花
歩
さ
ん

（
本
郷
東
小
学
校
３
年
・
美
郷
）

尾
花
沢
市

芭
蕉
・
清
風
歴
史
資
料
館
賞

　
黒
川
大
雅
さ
ん

（
本
郷
東
小
学
校
３
年
・
諏
訪
原
）

尾
花
沢
お
く
の
ほ
そ
道
奨
励
賞

　
林
明
彩
斗
さ
ん

（
本
郷
東
小
学
校
４
年
・
諏
訪
原
）

選
者
特
選

　
村
田
奏
羽
さ
ん

（
本
郷
東
小
学
校
６
年
・
望
山
）

　
髙
取
新
太
さ
ん

（
本
郷
東
小
学
校
２
年
・
荻
野
）

第
30
回
山
形
県
少
年
少
女
俳
句
大
会
　
小
学
生
の
部

　
尾
花
沢
市
で
開
か
れ
た
第
30
回

山
形
県
少
年
少
女
俳
句
大
会
に
本

郷
東
小
学
校
の
児
童
が
応
募
し
、

県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
鈴
木
桜
音

さ
ん
を
は
じ
め
８
人
が
上
位
入
賞
。

合
わ
せ
て
27
人
が
入
選
し
ま
し
た
。

　
本
郷
東
小
学
校
で
は
、
佐
竹
伸

一
校
長
の
指
導
の
も
と
全
児
童
が

俳
句
を
学
び
、
同
大
会
に
毎
年
応

募
。
今
大
会
で
は
子
ど
も
た
ち
の

感
性
が
光
る
良
作
が
そ
ろ
い
、
数

多
く
の
入
選
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

令和元年12月号・12
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　左沢小学校ボランティアクラブの４年生から６
年生までの児童が、10月31日に役場庁舎や町内
の商業施設、福祉施設で共同募金活動をおこない
ました。この活動は、町社会福祉協議会の協力に
より児童たちが企画し、今年度のクラブ活動の一
つとして実施されたものです。
　役場庁舎を訪れた子どもたちは、職員や来庁者
に元気な声で「ご協力お願いします」と呼び掛け、
協力者に笑顔で赤い羽根を手渡していました。集
まった募金は、県の共同募金会を通じて町内や県
内の社会福祉活動に役立てられます。

（写真）

　町と町内の福祉・介護関係機関などによる「認
知症見守り声掛け訓練」が、10月30日に中央公民
館で実施されました。この訓練は、認知症による
徘徊者への適切な対応をおこなうためのもので、
民生児童委員をはじめ約40人が参加しました。
　寒河江警察署管内の高齢者保護の状況や、声の
掛け方のポイントについての講話の後、参加者は
徘徊者に扮した町職員などを相手に声掛けを実
践。驚かせない、急がせない、自尊心を傷つけな
いといった点に気を付けながら、優しく話し掛け
ていました。

（写真）

　第66回西村山地区駅伝競走大会が、11月10日
に開かれました。本町からは８名のランナーが出
場。菊地道登さん（梨木原）が区間１位のタイム
をマークするなど各ランナーが力走を見せ、総合
順位では第４位と健闘しました。

（写真）

　町の物産と秋の味覚が勢ぞろいする「おおえの
物産味覚まつり」が、11月10日にふれあい会館
で開催されました。今年も町内のおいしい農産物
や食品、特産品などが一堂に会し、町内外からの
たくさんの来場者でにぎわいました。
　この日は物産以外にもさまざまな催しが開か
れ、オープニングでは棟上げの際の「餅まき」を
再現した「仮建舞」がおこなわれました。会場の
一角に組まれた西山杉製の模擬住宅の屋根から、
関係者が来場者に向けて餅やお菓子をまき、大勢
の人がキャッチしようと手を伸ばしていました。

（写真）

◇総合成績／第４位　３時間44分44秒
◇出場ランナー（区間順、敬称略）
　�永瀬克也、菊地道登、小林克志、大泉真尋、
佐竹洋介、佐藤和也、菊地春紀、長谷川慎吾

大会結果と出場ランナー

笑顔で協力を呼び掛け

63.7キロを駆け抜ける！

急がず優しく声掛けを

食欲の秋を心ゆくまで11/10

10/30

11/10

10/31

令和元年12月号・14



　山里交流館やまさぁーべの体験企画「やまさ
ぁーべ秋祭り」が、11月17日に開催されました。
このイベントは、同施設の自然体験プログラムの
一部を気軽に体験してもらおうと企画されたもの
で、昨年に続いてヘビやカエルなどの生き物に触
れるコーナーや、グラスの中にコケや草を植える
テラリウム作りなどのコーナーが設けられました。
　今年はさらに、火打石で火をおこす早さを競う
「火おこし選手権」などの新企画も登場。同施設
で育てた米や食材を使った料理も提供され、山里
の秋の味覚も楽しめるイベントとなりました。

（写真）

　世代を超えて多くの方に町の魅力を知ってもら
おうと、町商工会女性部による「大江町の ぇー
どごかるた」のかるた取りが町内各所で催されま
した。このかるたは、町の名所や特産品などを方
言で紹介するもので、平成29年に制作されました。
　かるた取りは11月10日の物産味覚まつりのほか、
10月17日に大江幼稚園で、11月13日にはふれあ
い会館で開かれた町社会福祉協議会の高齢者サロ
ン「みんなの茶の間」の中で実施。かるた取りを
楽しんだ参加者は「町内でも行ったことのない場
所があるんだなと思いました」と話していました。

（写真）

　山形テレビ主催、県・県市長会・県町村会共催
の「山形ふるさとＣＭ大賞」が、今年もおこなわ
れました。今回は20回目という節目を迎え、県
内34市町村が知恵を絞ったご当地ＣＭを制作。
本町では昨年、「ひだりじゃない」と題したＣＭ
で通算３度目の大賞を獲得しており、今年も昨年
と同様、町若手職員と地域おこし協力隊員による
プロジェクトチームを組織してＣＭ作りを進めて
きました。
　今回の本町のＣＭのテーマは「十八才」。昨年
の左沢に続いて町内の珍しい地名を題材とし、オ
リジナル曲「十八才のうた」をバックに映像が流
れていく構成となっています。その名のとおり18
歳の高校３年生をはじめ、小さな子どもや十八才
の地区民の方々など、さまざまな世代の町民の皆
さんが登場するにぎやかな作品となりました。
　そして迎えた11月12日、山形テルサアプロー
ズで公開審査会が開かれ、本町のＣＭは大賞に次
ぐ優秀賞を受賞。惜しくも連覇は逃しましたが、
見事に２年連続の入賞を果たしました。公開審
査会の模様は12月２日に山形テレビにて放映さ
れ、本町のＣＭは今後１年間で180回放映される
ことになります。

（写真）

▲審査会に参加した出演者・スタッフと、番組司会者

（写真）

▲さまざまな世代の出演者が並ぶ、作中の一コマ

皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎（ 6 2 ）２１８７

秋の山里を五感で楽しむ

「十八才のうた」優秀賞獲得！

遊びの中で町を再発見11/13 11/17

11/12
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※�

１
月
号
の
吟
遊
浪
漫
コ
ー
ナ
ー
は
お
休
み
い
た
し
ま
す
。

　
�

２
月
号
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、
１
月
20
日
（
必
着
）
ま
で
役
場
総
務
課

に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
　
短
　
歌
　
●

廃
村
と
な
り
し
松
保
の
大
杉
は
千
百
年
の
大
樹
な
り
け
り　

柳
川　

次
郎

友
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
り
ス
カ
ー
フ
を
肩
に
か
け
た
り
リ
ボ
ン
に
し
た
り

長
岡
か
づ
子

渋
抜
き
し
庄
内
柿
を
娘
に
送
る
食
す
る
様
を
思
い
描
き
し　

佐
竹
磨
砂
湖

昨
今
の
時
代
に
乗
れ
ぬ
老
人
は
御
一
新
時
の
侍
の
よ
う　
　

山
家　

重
之

農
事
終
え
明
日
か
ら
勤
め
に
出
る
と
い
う
息
子
は
庭
木
を
囲
み
お
り
た
り

菊
地
つ
ね
よ

過
疎
移
転
あ
れ
も
こ
れ
も
と
荷
作
り
し
四
十
年
過
ぎ
て
も
未
だ
荷
を
解
か
ず

佐
竹　

與
鼓

た
た
な
は
る
紅
葉
の
山
の
頂
に
白
く
か
が
よ
ふ
少
年
の
家

斎
藤　

徳
治

●
　
俳
　
句
　
●

霜
の
夜
柿
の
皮
剥
く
老
夫
婦　
　
　
　
　
　

鴨
田
富
士
夫

三
階
楼
奴
が
通
る
秋
ま
つ
り　
　
　
　
　
　

柳
川　

次
郎

即
位
礼
祝
砲
重
ね
天
高
し　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

一
風

小
春
日
や
空
に
十
字
路
飛
行
雲　
　
　
　
　

斎
藤　

徳
治

雪
囲
ひ
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り　
　
　
　

山
家　

重
之

し
ぐ
る
る
や
ご
は
ん
無
か
り
し
中
華
丼　
　

熊
谷　
　

勉

狭さ

に

わ庭
に
も
ぽ
か
り
と
冬
の
薔
薇
二
輪　
　
　

舟
山　

三
男

ひ
と
ひ
ら
の
落
葉
舞
ひ
散
る
一
葉
忌　
　
　

伊
藤　

啓
泉

　
真
夜
中
２
時
ご
ろ
枕
元
の
「
第
三
番
目
の
耳
」
が

鳴
っ
た
。
今
頃
何
だ
。
２
時
間
ほ
ど
前
に
床
に
入
っ

た
ば
か
り
だ
。
国
土
交
通
省
山
形
河
川
国
道
事
務
所

の
所
長
さ
ん
か
ら
の
電
話
で
あ
っ
た
。
最
上
川
の
水

量
が
増
え
る
の
で
…
…
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

第
三
の
耳
は
実
に
あ
り
が
た
い
。
情
報
の
共
有
が
瞬

時
に
で
き
る
か
ら
だ
。

　
百
目
木
の
河
岸
に
消
防
団
の
方
々
が
十
数
名
、
真

夜
中
、
真
っ
暗
、
川
は
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
不
気
味
な
音
を
立
て
て
い
る
。

感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
に
出
す
の
が
は
ば
か
ら
れ
る
ほ
ど
の
思
い
に

な
っ
た
。
過
酷
な
消
防
団
活
動
に
淡
々
と
努
め
ら
れ
る
団
員
各
位
に

頭
を
下
げ
た
い
。
朝
ま
で
寝
ず
の
番
、
洪
水
の
泥
の
始
末
…
…
休
日

だ
っ
た
と
は
い
え
、
簡
単
に
語
れ
な
い
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
う
。

　「
激
甚
災
害
」
で
は
、
千
年
に
一
度
の
大
雨
・
強
風
、
津
波
、
地
震
、

噴
火
、山
崩
れ
…
…
も
う
逃
げ
る
し
か
方
法
が
な
い
。
高
け
れ
ば
崩
れ
、

低
け
れ
ば
沈
む
で
は
何
処
に
住
め
ば
良
い
の
か
。
ベ
ス
ビ
オ
ス
火
山

が
、
ポ
ン
ペ
イ
の
町
を
厚
い
火
山
灰
で
埋
め
尽
く
し
た
史
実
も
あ
る
。

人
類
の
生
命
と
生
活
を
簡
単
に
破
壊
で
き
る
「
激
甚
災
害
」
を
持
つ

地
球
に
は
、人
間
が
英
知
や
技
を
尽
く
し
て
も
到
底
通
用
し
な
い
。「
崩

せ
ず
、
動
か
せ
な
い
大
き
な
岩
盤
の
石
は
、
脇
を
通
っ
て
進
む
が
良
い
」

と
も
い
う
が
、「
一
念
岩
を
も
通
す
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
に
は
あ
る
。

「
激
甚
災
害
」
真
っ
最
中
に
、
真
っ
正
面
か
ら
「
一
念
」
で
向
か
っ
て

闘
っ
て
は
無
理
も
無
理
。
激
甚
災
害
で
は
、
正
し
く
「
逃
げ
る
が
勝

ち
だ
」。

　
逃
げ
る
か
、
逃
げ
な
い
か
、
人
は
迷
う
、
逃
げ
な
け
れ
ば
、
逃
げ

な
く
と
も
、
逃
げ
た
方
が
い
い
、
逃
げ
た
く
な
い
…
…
。「
今
は
こ
う

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
」、

と
知
ら
さ
れ
れ
ば
、
逃
げ
た
い
、
逃
げ
る
べ
き
だ
、
さ
あ
逃
げ
よ
う

と
決
断
し
や
す
い
。「
激
甚
災
害
」
は
教
え
て
い
る
、
逃
げ
る
な
ら
ば

早
い
方
が
良
い
と
。

　
伊
勢
湾
台
風
と
同
じ
よ
う
な
台
風
だ
と
も
い
わ
れ
た
今
回
の
台
風

で
は
、
情
報
の
質
・
量
と
精
度
に
雲
泥
の
違
い
が
あ
る
、
と
思
い
た
い
。

刻
々
と
確
か
な
情
報
が
大
量
に
個
々
人
に
届
く
時
代
だ
。
情
報
を
生

か
し
被
害
を
最
小
に
す
る
ア
ン
テ
ナ
を
磨
き
な
が
ら
も
、
ま
ず
は
「
逃

げ
る
が
勝
ち
だ
」
が
大
原
則
だ
。
伊
勢
湾
と
今
回
で
、
情
報
の
質
・

量
と
被
害
の
相
関
分
析
が
な
さ
れ
る
と
も
聞
い
て
い
る
が
、
集
団
と

し
て
、
個
人
と
し
て
「
激
甚
災
害
を
持
つ
地
球
」
に
乗
っ
か
っ
て
い

る
こ
と
だ
け
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、「
災

害
は
忘
れ
る
前
に
や
っ
て
来
て
い
る
」
か
ら
だ
。
８
月
６
日
、
７
月

18
日
、
10
月
13
日
を
忘
れ
ま
い
。

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

　地域おこし協力隊として大江町に移住し
てから１年が経ちました。この１年でさまざま
な経験をさせていただき、幅広い世代の方と交
流することができました。また顔も覚えていた
だき、イベントや道端で声をかけてもらう機会
も増えました。地域の方とお話をする中で多く

のことを学び、自分自身の視野が広がったように感じま
す。

　９月には秋まつりに参加して、三味線に挑戦しました
。地域

の皆さんの祭りに対する熱い思いを感じ、私も精一杯演
奏しま

した。こうした楽しい活動ができるのも皆さんの支えが
あって

こそです。２年目も感謝の気持ちを忘れずに、１年目以
上に充

実した活動をできるようにしていきたいと思いますので
、よろ

しくお願いします。 地域おこし協力隊　須藤　和

◀�

囃
屋
台
で
は
、
み
ん
な
で
色
と
り
ど
り
の

着
物
を
着
て
三
味
線
を
弾
き
ま
し
た

令和元年12月号・16
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大江町囲碁愛好会
会長：大沼清人さん（沢口）

　碁盤上に白黒の碁石を交互に置き、自分の石
で囲んだ広さを競う囲碁。シンプルで奥が深く、
古くから多くの人に親しまれています。大江町
囲碁愛好会は30年に渡って活動しており、年
に２回、町内外から参加者を募って柳川温泉で
宿泊囲碁大会をおこなっているほか、昨年には
大江町長杯囲碁大会を久々に復活させました。
　「年齢も性別も一切関係なく、一生にわたっ
て楽しめるのが囲碁の魅力です。囲碁を通じて
友人も増えますし、認知症予防にも役立つと思
いますよ」と話す、会長の大沼さん。若い世代
にも囲碁の楽しさを知っていただこうと、会員
を随時募集しています。

▲大江町囲碁愛好会の皆さん

▲10月22日に開かれた第２回町長杯囲碁大会
の模様。町内外から40人以上が参加しました

　祖父や父が家業の塗装業に勤しむ姿を

見て育ち、小さいころから「いつかは家

業を継ぎたい」と思っていたという髙橋

さん。その思いは変わることなく、高校卒

業後に父のもとで塗装業に就きました。

「一つの仕事でも、何度も反復して自分

のものにしなければならないと考えてい

ます。最近は一人で仕事を任せてもらえ

るようになり、以前より少し成長したの

かな、と実感できるようになりました」

　髙橋さんは小学生の時から野球を続け

ており、プロレス観戦も大好き。憧れの

レスラーは、棚橋弘至さんだそうです。

「自身が中心になってプロレスを盛り上

げていく姿を見て、棚橋さんのように器

の大きい大人になりたいと思いました」

　一人前になって家業を継ぐために、こ

れからも日々の仕事に全力で臨もうとす

る髙橋さん。

「社内では、技術で誰にも負けたくない

という思いがあります。祖父や父が守っ

てきた伝統を引き継いで、いつかそれを

超えられるようになりたいですね」

家
業
へ
の
誇
り
と
憧
れ
の
姿
を
胸
に

　
髙
橋　
翔
太
さ
ん　
（
20
歳
・
９
区
）
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「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域 

ニ
ー
ズ
調
査
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
こ
の
調
査
は
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者

の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
に

応
じ
た
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

や
今
後
の
町
の
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
施

策
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も

の
で
す
。

◆
対
象
者
／
11
月
１
日
時
点
に
お
い
て
65

歳
以
上
の
方
（
要
介
護
１
か
ら
５
の
要
介

護
認
定
者
お
よ
び
施
設
入
所
者
を
除
く
）

◆
実
施
期
間
／
12
月
６
日(

金)

～
20
日(

金)

◆
実
施
方
法
／
郵
送
で
お
届
け
し
て
い
る

調
査
票
に
記
入
の
上
、
期
限
ま
で
に
返
信

用
封
筒
に
て
投
函
、
ま
た
は
健
康
福
祉
課

ま
で
持
参

問
健
康
福
祉
課
福
祉
係
☎(

６
２)

２
２
８
５

12
月
は
山
形
県
障
が
い
者
差
別
解
消 

強
化
月
間
で
す

　
県
で
は
「
山
形
県
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
条

例
」
を
制
定
し
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
互
い
を
尊
重
し
合
い
、
共
生
す
る
社

会
を
目
指
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
国
の
障
害
者
週
間
（
12
月
３
日

～
９
日
）
を
含
む
12
月
を
「
山
形
県
障
が

い
者
差
別
解
消
強
化
月
間
」
と
定
め
、
障

害
や
障
害
者
の
理
解
促
進
な
ど
に
つ
な
が

る
周
知
啓
発
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
障
害
や

障
害
の
あ
る
人
へ
の
関
心
を
持
ち
、
理
解

を
深
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
福
祉
課
福
祉
係
☎(

６
２)

２
２
８
５

町
誕
生
60
周
年
記
念
誌
発
行
に
つ
い
て

　
大
江
町
誕
生
60
周
年
記
念
誌
（
町
史
資

料
）
発
行
に
際
し
、
た
く
さ
ん
の
お
申
し

込
み
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
発
刊
予
定
時
期
を
12
月
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
２
月
末

ご
ろ
の
発
刊
と
な
る
予
定
で
す
。

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ん

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
教
育
文
化
課
歴
史
文
化
係

☎(

６
２)

３
６
６
６

果
樹
王
国
山
形
を
支
え
る
皆
さ
ん
へ

　
多
様
化
す
る
自
然
災
害
に
備
え
て
、
果

樹
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

降
ひ
ょ
う
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
台
風
、
豪
雪
、

開
花
期
の
低
温
な
ど
、
近
年
多
発
す
る
異

常
気
象
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す

る
唯
一
の
公
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
「
果

樹
共
済
」
は
、
皆
さ
ん
の
農
業
経
営
を

し
っ
か
り
守
り
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
果
樹
選
定
枝
粉
砕

機
貸
出
事
業
な
ど
、
損
害
防
止
事
業
を
お

こ
な
う
一
方
、
行
政
や
農
協
の
協
力
を
得

な
が
ら
制
度
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
山
形
県
農
業
共
済
組
合
本
所
園
芸
部

☎
０
２
３(

６
５
６)

８
９
７
８

　冬期間は、積雪のため漏水を発見しづらく、
凍結による水道管や蛇口の破損などによって漏
水しやすい環境となります。
　また、冬期未検針地域および積雪や雪囲いな
どのため水道メーターを確認することができな
いお宅では、期間中の検針をおこなわず、推定
検針となります（期間終了後の検針で推定使用
量と実際の使用量の差を精算します）ので、特
に注意が必要となります。
　トラブル防止のため、雪が積もる前に漏水な
どの確認および凍結予防の点検をお願いします。
◆確認の手順
１．蛇口をすべて閉めます。�
２．�水道メーターのパイロット（銀の輪状のも
の）が動いているか確認します。�

※�水が流れない状態なの
で、通常パイロットは
動きません。動いてい
れば漏水です。
◆漏水とわかったら
　町指定給水装置工事店に連絡して修理してく
ださい（修理代金は個人負担です）。漏水した
水道料金は原則としてお客様の負担になります
が、状況によっては申請により軽減できる場合
があります。
◆長期不在時には水道の休止（閉栓）手続きを
　仕事や家族の都合で自宅（借家・アパート）
を長期間不在にする場合や、長期間水道を使用
しない場合は、漏水などの予期せぬトラブルを
防ぐために休止手続きをおこなってください。
休止手続きをおこなうことによって、毎月の料
金は発生しなくなります。
問建設水道課庶務係☎(６２)２１１７

問…お問い合わせ・お申し込み先�

冬期間の漏水に
ご注意ください

令和元年12月号・18



寒
河
江
市
西
村
山
郡
訪
問
看
護
事
業
団 

公
開
講
演
会

　
「
地
域
の
災
害
へ
の
対
応
と
備
え
」
に

つ
い
て
の
講
演
で
す
。
参
加
料
は
無
料
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
講
師
／
山
形
県
立
中
央
病
院
副
院
長
兼

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長　
森
野
一
真
氏

◆
期
日
／
令
和
２
年
１
月
11
日(
土)

◆
時
間
／
13
時
半
～

◆
会
場
／
寒
河
江
市
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
（
寒
河
江
市
中
央
）

◆
対
象
者
／
関
心
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

問
寒
河
江
市
西
村
山
郡
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
支
援
室
た
ん
ぽ
ぽ
☎(

８
４)

７
１
０
７

門
松
作
り
講
習
会
の
ご
案
内

◆
日
時
／
12
月
25
日(

水)

９
時
～
16
時

◆
会
場
／
役
場
東
庁
舎
（
社
会
福
祉
協
議

会
）
２
階
会
議
室

◆
対
象
／
概
ね
60
歳
以
上
の
方

◆
受
講
料
／
５
０
０
円

◆
定
員
／
約
20
人

※
当
日
は
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

※
用
具
、
材
料
は
準
備
し
ま
す
。

※
昼
食
は
、
各
自
で
対
応
願
い
ま
す
。

問
大
江
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎(

８
３)

４
１
２
２

　マルハニチロ株式会社大江工場より、大
江の秋まつり出店の際の売上金10万円を
11月８日に町へ寄付していただきました。
　寄付金は、今後の町づくりのために有効
に活用させていただきます。

　ＪＡさがえ西村山および全国共済農業協
同組合連合会山形県本部より、10月７日
に町へ４基のカーブミラーを寄贈していた
だきました。
　カーブミラーは各地区からの要望を踏ま
えて町内各所に設置し、安全性の向上のた
めに活用させていただきます。

善意いただきました

出
会
い
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業 

や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

県
と
県
内
35
市
町
村
な
ど
で
組
織
す

る
「
や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
お
見
合
い
、
交
際
、
成
婚

に
至
る
ま
で
、
会
員
に
寄
り
添
っ
た
き
め

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
で
婚
活
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
、
会
員
登
録
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
、
や
ま
が
た
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
出
会
い
支
援
サ
ー
ビ
ス
山
形
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３(

６
８
７)

１
９
７
２

今月の納税　納期限12月25日（水）　お忘れなく！
固定資産税・都市計画税（第３期）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料（普通徴収　第６期）

編
集
後記

　令和２年２月１日現在で、全国一斉に
“農林業の国勢調査”といわれる「2020年
農林業センサス」が実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立
てるために５年ごとに実施される極めて大
切な調査です。
　令和元年12月中旬から、
農林業を営んでいる皆さんの
ところに調査員が訪問して、
調査票に農林業の経営状況な
どの記入をお願いしますので、
ご協力をお願いします。
※�調査票に記入された事項については、統
計以外の目的には使用されません。
問総務課情報システム係☎(６２)２１８７

農林業
センサス
ホームページ

2020年
農林業センサス
にご協力ください

そ
う
い
え
ば
、「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」

の
話
を
編
集
後
記
で
ま
だ
書
い
て
い

な
い
な
ぁ
な
ど
と
、
ぼ
ん
や
り
考
え
な
が
ら

公
開
審
査
会
の
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
い
ま
し

た
。
結
果
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
た
び
に
は
ぐ

ら
か
し
て
い
た
日
々
と
も
こ
れ
で
オ
サ
ラ
バ

で
す
。
放
送
日
前
に
結
果
を
あ
ま
り
お
知
ら

せ
し
な
か
っ
た
の
は
、
放
送
局
か
ら
口
止
め

さ
れ
て
い
た
た
め
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ

れ
と
は
別
に
「
ネ
タ
バ
レ
」
に
な
る
の
を
極

力
避
け
た
い
、
と
い
う
個
人
的
な
考
え
も
あ

り
ま
し
た
。
公
開
審
査
会
当
日
、
結
果
発
表

で
わ
が
町
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
か
、
呼
ば
れ

な
い
か
と
い
う
あ
の
ド
キ
ド
キ
感
。
テ
レ
ビ

で
見
て
い
る
方
に
も
、
少
し
で
も
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
か
っ
た
わ
け
で
す
。
結
果
ば
か

り
追
い
求
め
て
し
ま
い
が
ち
な
昨
今
の
風
潮

で
す
が
、
目
的
地
ま
で
の
過
程
を
楽
し
む
こ

と
も
忘
れ
た
く
な
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
昨
年
に
続
き
今
回
も
歌
モ
ノ
と
な

り
ま
し
た
が
、「
十
八
才
の
う
た
」
は
Ｃ
Ｍ

ス
タ
ッ
フ
の
一
人
か
ら
も
ら
っ
た
「
昔
の
ア

イ
ド
ル
風
」
と
い
う
ヒ
ン
ト
を
も
と
に
作
曲

し
ま
し
た
。
歌
っ
て
い
る
の
は
、
５
人
の
若

手
女
性
ス
タ
ッ
フ
。
マ
イ
ク
の
前
で
一
人
ず

つ
、
し
か
も
他
の
４
人
が
聞
い
て
い
る
前
で

歌
う
と
い
う
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
で
し
た
が
、
み
ん
な
元
気
な
歌
声
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
去
年
に

勝
る
と
も
劣
ら
な
い

曲
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
出
演

お
よ
び
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
に
も
、

改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
Ｃ
Ｍ
、
来

年
も
あ
る
の
か
な
ぁ
。

（
伊
藤
智
治
）

19・広報おおえ



戸籍のまど
１０月2１日～１１月2０日大江町受付分

お誕生おめでとう

伏　熊　佐竹　倫
りん

百
と

　男　豊・美智子

小　見　伊藤　灯
あか

里
り

　女　貢・彩

木の沢　小林　芽
め

生
い

　女　徹・奈美

区　名　���氏　名　��性別��父母名

令
和
元
年
12月

号（
№
706）

201９年
12月

10日
発
行

編
集
・
発
行
／
大
江
町
役
場
総
務
課

印
刷
・
製
本
／
㈱
若
月
印
刷

山
形
県
西
村
山
郡
大
江
町
大
字
左
沢
882-1

http://www.town.oe.yam
agata.jp/　

E-m
ail:info@

town.oe.yam
agata.jp

★�50回にわたってご覧いただきました「想い出のMy蔵品」
コーナーは、今月号で終了となります。これまで宝物を紹介
してくださった皆さん、本当にありがとうございました。
次の裏表紙コーナーもお楽しみに！

※掲載を希望しない場合は、
　届け出の際にお申し出ください。

人口と世帯（前月比）
町の人口　8,025人（−22）

　　　男　4,003人（−11）

　　　女　4,022人（−11）

世 帯 数　2,891戸（−６）

令和元年１2月１日現在

区　名　��　��氏　名　　年齢
小　 見
６　 区
藤　 田
11 区
若　 原
諏 訪 原
藤　 田
９　 区
13　 区
12　 区
橋　 上

（95）
（77）
（72）
（87）
（91）
（71）
（99）
（93）
（49）
（90）
（82）

ご冥福を祈ります

伊藤スエノ
井上　良子
庄司　順一
小関　則雄
鈴 木　　 朝
鈴木權兵衛
冨樫と

と

す
す

ゑ
え

海野スミ子
白 田　　 拓
大山郁之助
柏倉弥栄子

◀�百年近く前から白田さんの家にあった、来
歴不明の木板。浮き彫りになった文字は、
中国南北朝時代にできた書の手本「千字
文」の一節とみられます

▲�「諏訪堂の古い家
を解体した時も、
これは捨てずに取
っておきました」
と話す白田さん
◀�高さはおよそ1.5ｍ。
裏にも字が彫られ
ています

資
父
事
君
曰
嚴
與
敬
　
孝
當
竭
力
忠
則
盡
命

　私の父は明治37年生まれで、結婚
してから諏訪堂に移り住み、私はそこ
で生まれました。父は桶屋を営み、大
変に腕の良い職人で字も達者でした。
また、体は小さいながら力持ちで、誰
からも好かれる性格だったといいます。
　私が物心ついたころにはもう、この
木板は床の間に飾られてあり、今の家
に移ってからも床の間に吊り下げてあ
ります。
　誰がどこで買ってきたのか、確かめ
る機会もないまま、父は終戦直前に亡
くなってしまいました。もしかすると
父が彫ったものなのかもしれませんが、
今となっては誰にも分かりません。

（小漆川　白田耕作）


